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455nm に移動し， 480nm付近に肩が現われた。また第 2 吸収帯のピーク波長 370nmは移動しないが
著しく吸光度が減少することがわかった。 7.8- ジクロロリボフラピンの場合もほぼ同様な変化があ





利用すると， リボフラピンとの結合定数は約 5 XI08M- 1であり ， FMN , FAD に対する結合定数は数
-108-
桁小さいことが示された。





ピーク波長が 343nmから 350nm に移動する。またこのけい光強度は約70%増加する。この変性は可
逆的であった。この変性したタンパクはリボフラピンに対する結合能がなく， native なタンパクは大
きな結合力を持つので，リポプラピンの存在によるこのタンパクの安定化がある。それは
N+RF手 D+RF N :未変性タンパク
•• •• D :変性タンパク































った。これらの成果は最近注目をあび、るBinding Protein ,Carrier Proteinの研究に重要な資料を
与えるものと考えられ高く評価できる。
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